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2010 年に本書が出版されてから 2 年近くが経過した．この間，諸
先輩方よりいろいろなご意見やはげましのお言葉をいただいた．たい
へんありがたく，この場を借りてお礼申し上げるしだいである．私自
身この間，小児保健の講義で本書を教科書として使ってみた．それな
りに使いやすかったが，執筆段階では気づかなかった細かな不具合や
使いにくい点も多少みられ，その辺が少し気になっていた．
本書が出版されて間もない 2011 年より，保育士養成課程カリキュラ
ムの見直しが行われ，従来の「小児保健」の科目の名称が「子どもの保
健」と改められ，そのなかで精神保健を重視する姿勢が打ち出された．
初版の出版後まだ間もない時期ではあったが，これを機会に新カリキ
ュラムに沿った形で大きな改訂を行いたいと考えご相談したところ，
出版社からも快く了解いただきこの第 2版が成立したしだいである．
初版においても精神保健的内容はところどころで記載していたが，
第 2 版ではこれを 1 か所に集めさらに加筆して，新たに「13 章　子
どもの心と健康」を創設した．また同時に従来の章立てを整理して全
14 章の構成とし，統計データ等は最新のものと入れ替え，必要な部
分は加筆訂正を行った．こういった大幅な変更に伴い，本書のタイト
ルは第 2版より「小児保健」から「子どもの保健」に変更することとし
た．本書が今後，子どもの保健の講義のお役に立てることを願ってや
まない．
最後に短期の改訂スケジュールのなか，精力的に作業に取り組んで
いただいた中山書店編集部の諸氏に深謝する．

2012 年 5 月

渡辺　博

改訂第2版
序
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3

＊1 首がすわる

身体をすわった位置から
ある程度後ろに傾けて
も，首の位置を自ら垂直
方向に保ち，簡単に後ろ
にぐらつかなくなること
をいう．頸定ともよばれ
る．

＊2 はいはい

はいはいには，さまざまなバリエーションがある．
・バックするはいはい
・ほふく前進（泳ぐようなかたち）のはいはい
・片手片足で進むはいはい

＊3 人見知り

人見知りをしない乳児もいる．しかし，人見知りをしないこ
とは，知能が劣ることを示すわけではない．

＊4 2語文

単語 2 個をつなぐかたちの簡単な文章のこと．「パパ　カイ
シャ」「ブーブー　キタ」など．

＊5 IgG

免疫グロブリン（感染防止のはたらきを発揮する血液中のタ
ンパク質）の一種．病原体の種類ごとに，はじめての感染を
経験するたびに，その病原体専門の IgG がつくられるよう
になる．ほかに IgA，IgE，IgM，IgDがある．

＊6 凝視（または固視）

一定方向を見つめ続けること．

用 語 解 説
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6

意識の低下（ぐったりする，元気がない，眠りがちである，など）は危険

な徴候である．頭蓋内の出血も疑われるため，すぐに医療機関へ搬送す

る．

○ 心肺蘇生

呼吸停止の場合は人工呼吸＊5（6-�），呼吸停止と心停止のある場
合は心臓マッサージ＊6（6-�）をただちに開始する．
心肺蘇生は，次の手順で行う．
①	固い床の上に，水平に仰臥位で寝かせる．
②	呼吸数，心拍数を確認する．
③	口の中に，吐物などの呼吸を妨げるものが残っていれば，排除
する．

▶

◦

◦

6-●� 背部叩打法

①	片膝をついて，乳幼児の腹部をうつ
ぶせにして乗せる．または，片腕の上
に，乳幼児の腹部をうつぶせにして乗
せる．

②	乳幼児の頭を下にする．
③	背中の真ん中あたりを強く叩く

6-●� ハイムリッヒ法

①	窒息した児をうしろから抱きかかえる．
②	片手の拳を腹部に密着させ反対の手
で上から押さえ，一瞬の勢いで力を
込めて腹部を締め上げ，吐き出させ
る．
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遺伝と健康7

性染色体の構成は，男性は X染色体と Y染色体が 1本ずつ，女性は X染

色体が 2本である．

5 優性遺伝と劣性遺伝

ある遺伝子の性質が，2つのうち 1つの遺伝子の存在のみで発現す
る場合，これを優性遺伝という（7-❹）．
病気となる変異を有する遺伝子を片方の親から受けつぐだけでその
病気が発現する場合，この病気を優性遺伝病とよぶ．

▶

◦

◦

染色体は細胞の核内にある細胞

核

染色体

遺伝子A

DNA

遺伝子B 遺伝子C

G A A T C T A

DNAは線状の構造である

DNAの一部が遺伝子
DNA

DNA

染色体はDNAが折りたたまれた
ものである

遺伝子の塩基（AGCT）の並び方
がタンパク質の構造を決めている

7-●❷ 染色体と DNA・遺伝子の関係
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感染症9

2009 年より，パンデミック・インフルエンザ（当
時の通称は新型インフルエンザ）の流行が始まった．
これまで 30〜40 年に一度，大きな遺伝子変異を伴ったインフルエ
ンザの世界的大流行をくり返し経験しており，これをパンデミック
（pandemic）とよんでいる．
1917 年に流行が始まったスペインかぜは重症であった．
2009年に流行が始まったパンデミック・インフルエンザは，2012
年現在，通常の季節性インフルエンザとなっていて，これに対する
ワクチンも通常の季節性インフルエンザワクチンに含められてい
る．

▪

▪

▪

▪

パンデミック・インフルエンザ

乳児ボツリヌス症は，はちみつが原因となることが
多い．
はちみつのなかには，ボツリヌス菌の芽胞が含まれていることがあ
る．
1歳未満の乳児は胃酸の力が弱いため，はちみつといっしょにボツ
リヌス菌の芽胞を食べたとき，芽胞は胃酸で死滅することなく胃を
通過して腸に至り，そこでボツリヌス菌が増殖する．
腸の中で増殖したボツリヌス菌が出す毒素で，乳児に食欲の低下や
活力の低下，体重の減少が起こり，治療が遅れると死亡することも
ある．
1歳未満の乳児にはちみつを与えてはいけない．

▪

▪

▪

▪

▪

乳児ボツリヌス症
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免疫・アレルギーと健康11

ことが多く，このかき傷のために，湿疹はさらに悪化するという悪
循環に陥る．
発病は，乳児期から幼児期が多い．
しかしなかには，成人になってから発病する場合もある．

発病してすぐに，アトピー性皮膚炎かどうかを決めることはできない．

乳幼児期に発病したアトピー性皮膚炎は，自然に治るものも多い．

アトピー性皮膚炎の患児では，血液検査で，食品をはじめ，ホコリ，
ダニ，花粉，動物の毛など，環境中のさまざまな物質に対するアレ
ルギー反応が見いだされることが多い．
血液検査でアレルゲンと証明される物質以外にも，そのほか多くの未解

明の要素，要因の関与が想定されている．

血液検査で証明されたアレルゲンとの接触を除去するだけで，症状の改

善が得られることは，むしろ少ない．

アトピー性皮膚炎の病勢は，月単位では変わらないが，年単位では
変化する．
治療の目的は，皮膚炎を抑え，かゆみを除くことである．
種々のステロイドや非ステロイドの軟膏が治療に用いられる．

◦
▶

▶

▶

◦

▶

▶

◦

◦
▶

好発部位

11-●❷　アトピー性皮膚炎の出やすい場所
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章

子どもの心と健康

1 発達とは

子どもの発達は，運動発達と精神発達，および生理機能の発達の 3
つに分けられる（3章参照）．
運動発達と精神発達は，脳・神経系の発達に伴う現象である．
ヒトが生まれたとき，すべての臓器のなかで脳・神経系が最も未熟であ

る．

未熟な脳・神経系が徐々に成熟していく過程がすなわち運動発達と精神

発達である．

運動発達は目でとらえることができるため，誰の目にも容易に確認
できる．
運動発達の異常は母親が最初に気づくことが多い．

精神発達は目で見えない部分がほとんどで，内容も複雑・微妙であ
る．このため精神発達の異常は気づかれにくい．
精神発達の異常は母親にはまったく気づかれないことも多い．

生理機能の発達は，ほとんどが脳・神経系以外の諸臓器の発達に伴
う現象である．

2 発達障害

発達障害というときは通常，精神発達の障害・遅れのことをいう．
運動発達の障害・遅れは運動発達遅滞とよばれ，いわゆる発達障害には

通常含まれない．

◦

◦
▶

▶

◦

▶

◦

▶

◦

◦
▶

13
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